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<共同研究報告>延喜二年三月の飛香舎藤花宴
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月、藤花宴が一年違いの延喜二年三月であり、同宴が女御宣下を慶賀するために催されたとすれば前者の係年に誤 があるのではないかと筆者は憶測するのである。そのような解釈の仕方 恣意的なものとなりがちであることは、筆者自身承知しているつもりで 。しかし、 『日本紀略』の醍醐天皇紀には多くの衍文・錯簡があるという坂本太郎氏の指摘もあ
る（
18）ので、一つの仮説として設定し、
【２】 ・ 【３】の内在的分析によって成立する余地があるかどうかを検証してみようという が 稿の主眼とするところである。　
以下、 【３】の「称菅根、献御贄。可為作御息所宣旨別当也。而













































































う、時平の一連の行為を醍醐天皇が記述したもの 理解し 「左大臣献物を執り、菅根を称びて御贄を献ず」 訓読したのである。　
なお、 『西宮記』の献物事における「於射場殿有献物事之時」の















厨子所に下すなどといった指示を出すの 上卿 役目とな が この宴については時平自身が献上者であり、そして上卿的な立場でもあったと見られる。そこで、 『御記』は【３】 ような文章 なったのであろう。　
以上のように、筆者は【３】の「左大臣執献物、称菅根、献御


























































































































たことを踏まえているのではないかと思われ 。それはともかく、左少弁に在任していた正五位下菅原在躬が、女御 されたの勅別当の任を与えら ことは確かであろう。　
女御に弁官在任官人を勅別当として付けることは、天皇がその女



















として補任された勅別当の事例を参照すると、 【三】の「可為作御息所宣旨別当也」については、 「作」の字を除いて「御息所の宣旨別当と為すべきなり と訓読し、醍醐天皇がそこに込めた意を次ように取るべきでは かろうか。すなわち、女御穏子 宣旨別当（＝『西宮記』の勅別当）
に補すことを内定していた藤原菅根である






































































道真失脚による宇多上皇方の敗北が重要であると考える で、上述した先行研究の中では島田氏のβが合理 である 思う こ『日本紀略』と『大鏡裏書』の延喜元年三月穏子女御宣下の記述に疑問の余地がなければ、入内もそ 頃と推定することが穏当であるということになるが、本稿の考察によって女御宣下の年月に関する疑問を提起したつもりである。　
筆者はさらに、穏子の入内時期についても延喜二年三月かそれを






上皇と天皇の緊張関係の緩和には相当程度の冷却期間が必要だったのではないかと考えるのである。天皇と時平 とって、機 熟しつつあると感じたのは延喜二年に入ってからの で、女御宣下も済ませ、穏子の居所飛香舎で 藤花宴挙行という形で実を結んだのが三月二十日のこ だっ ではないだろう 。　
最後に、上記の『九暦』の記事について触れておく。筆者も班子






























































成時に没していたらしい友則よりも先行する敏行の没年については、昌泰四年説を支持し、敏行の延喜二年藤花宴参列を否定する。そして 敏行の藤花宴和歌の存在は、 以前の醍醐朝に藤花宴が開かれたことがあることを示 とする。　
しかし、 『古今和歌集』については、延喜五年に編集が開始され































と推定されている『拾遺和歌集』にも所収。 頼の和歌は、巻第二、夏に、 「延喜御時、飛香舎にて藤の花の宴侍りける時書とする「小野宮太政大臣」 作
［八六］
、国章の和歌は、巻第十









































































































































「延喜二年三月廿日」で始まるテキストと「延喜二三廿」で始まるテキストの二種がある。前者は、活字本では改定史籍集覧本三八四頁（巻十五臨時三） 、神道大系本五六一～五六二頁（第二巻（臨時三） ） 、影印本では尊経閣善本影印集成
６
西宮記六（大永本第四～第九）の三五〇～三五一頁









トはそれらを合成して作 したものである。諸本を厳密に校訂することは筆者の能くするところではないので、参照文献を紹介す に留めた次第である。なお、改定史籍集覧・故実叢書・神道大系・尊経閣善 影印集成・宮内庁書陵部本影印集成について 、以下、集覧・故実・神道・尊経閣影印・書陵部本影印と略記 。
（５）
　『河海抄』所引の『醍醐天皇御記』のテキストは、 『河海抄』の諸刊本




































見える、安祥寺で修された藤原多賀幾子（文徳天皇の女御。天安二年十一月十四日に卒したことが『日本三代実録』に見える）追善法要の物語中の「人〴〵捧げものたてまつりけり。奉りあつめたる物、千捧許あり。そこばくの捧げものを木の枝につけて、堂の前にたてたれば……」という記述、 『大和物語』三段 見える、宇多法皇の六十御 のために京極御息所藤原褒子が源清蔭に「さゝげものひとえだ」の献上を求めたという記述などから、捧物は「……捧
ささげ
」や「……えだ」と数えられ、木の枝に結び付け
て奉ったようである。橋本氏は 藤花をつけた銀籠二」と解釈し（注（２）前掲橋本論文、六三頁） 、滝川氏は「藤花に付す」と訓読する（注（２）前掲滝川論文、三四〇頁）が、藤花宴で献上する捧物に相応しく、見事な花を付けた藤の木の枝二本に銀籠を一個ずつ結びつけて奉った であろう。
（７）
　
藤木邦彦「藤原穏子とその時代」 （ 『平安王朝の政治と制度』 〔吉川弘




































































































































































































十臨時八） 、故実本第二の五〇～五一頁（巻八） 、神道本五六二～五六三頁（第二巻（臨時三） ） 、五八八～五八九頁（臨時四） 、書陵部本影印７西宮記三の四六～四八頁（第十四軸） 、尊経閣影印
３
西宮記三の六三～六五頁
（巻八臨時乙） 、同
６
西宮記六の七一～七二頁（第五臨時） 、三五一～三五
二頁（第九臨時） 。
（
47）　
注（２）前掲滝川論文、三五三頁。
（
48）　
注（
39）前掲書、三〇六頁。人名索引二二頁では国章の生年を延喜十
九年とする。
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